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第１節 問題意識 第２節 研究の目的
第３節 研究の方法 第４節 論文の構成
序章 環境変化と組織ダイナミズム
第１節 問題意識 第２節 研究の目的




























































本研究は、序章や終章を含み 2 部 6 章から構成されている。概要は次の通りである。 
 
序 章 変化と組織ダイナミズム 
本研究の問題意識を明確にした上で、目的・研究方法などを説明している。 



























































































































































































































































































で日本の大手製造企業 1６社（個別には 191 通の有効回収。内訳は本社部門 16 通、事業部
門 147 通、R&D 部門 28）である。また予備研究２の対象は、「１企業あたり複数回答」で
日本のハイテク企業１４社（個別には合計で 154 通を回収、有効サンプル 154。内訳は携
帯関連事業 42 通、PC 関連事業 38 通、情報家電事業 25 通、半導体製造装置事業 49）であ
る。さらに、本研究のための独自アンケート対象は「1 企業あたり 1 回答」の日本の大手企





























いう確証はない。また、本研究の独自の対象企業は日本の大手企業 72 社（製造業 50 社、
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